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海洋由来と陸域由来の放射性セシウム粒子の比較 

Comparison of cesium-bearing microparticles from marine and terrestrial sources 

電力中央研究所*1，静岡大学*2，東京海洋大学 3，東京大学 4

○三浦 輝*1，久保 篤史 2，石丸 隆 3，伊藤 友加里 3，神田 穣太 3，津旨 大輔 1，高橋 嘉夫 4

(MIURA, Hikaru*1; KUBO, Atsushi2; ISHIMARU, Takashi3; ITO, Yukari3; 
KANDA, Jota3; TSUMUNE, Daisuke1; TAKAHASHI, Yoshio4) 

1. はじめに 2011 年の東京電力福島第一原子力発電所の事故により、放射性セシウム（Cs）を含む放

射性核種が環境中に放出された。事故から 2 年後、放射性 Cs を含むガラス状の不溶性粒子が初めて報

告された。このような粒子は、不溶性セシウム粒子（CsMPs）と呼ばれている。(i) 事故当時の原子炉

内の状態を知ることができること、(ii) 人間や他の生物への被ばくが懸念されること、などの理由から、

CsMPs に関する研究が多くなされてきた。陸域ではこれまでに２種類の CsMPs が報告されているが、

これは各号機の事故進展の違いを反映していると考えられる。CsMPs が海洋に存在する場合、海生生

物や、海生生物を介した人間への影響が懸念されるほか、Cs の Kd（固液分配係数）や CF（濃縮係数）

などにも影響を与える可能性がある。本研究では海洋の種々のサンプルから CsMPs の単離・分析を行

い、陸域で報告されている CsMPs との比較を行った。

2. 方法 我々のグループが以前に開発した湿式分離法を用いて種々の海洋サンプルから CsMPs を単

離し、SEM-EDS を用いた分析を行った。また、ゲルマニウム半導体検出器による放射能測定を行った。

3. 結果および考察 海洋の懸濁粒子、沈降粒子、プランクトンネットサンプルから発見された CsMPs
は、化学組成や Cs の放射能比などから陸域で報告されているタイプ A であることがわかった。また、

阿武隈川河口域で採取された懸濁粒子からもタイプ A を発見し、河川から海洋へとタイプ A が移行し

ていることを示した。また、粒径や密度を考慮した計算により、海洋へと流入したタイプ A は沿岸には

堆積しにくく沖合へ流されやすいことが分かった。堆積物サンプルから CsMPs を計 25 個発見し、分析

した。体積当たりの 137Cs 濃度や化学組成はタイプ B とほぼ一致したが、Cs の放射能比から推測され

る放出源は、タイプ B が 1 号機であるのに対し、2 号機もしくは 3 号機であった。堆積物の採取位置

は、3 号機水素爆発時の風向きと一致し、3 号機から放出された CsMPs が直接海洋に沈着したと考えら

れる。

以上をまとめると、1 号機、2 号機からそれぞれ放出された CsMPs タイプ B、タイプ A は陸域へと沈

着し、タイプ A の一部は河川を通じて海洋へと移行している。一方で、3 号機から放出された CsMPs
は、タイプ A、タイプ B とは異なる性質を持ち、主に海洋へ直接沈着したと推定された。海洋の堆積物

やプランクトンネットサンプルで報告されている放射性 Cs 濃度の大きなばらつきは CsMPs に由来す

る可能性がある。また、サンプル全体に含まれる 137Cs のうち、99％が CsMPs 由来というサンプルも

あり、固液分配係数 Kdや、濃縮係数 CF に影響を与える可能性が示唆された。 

*1  Central Research Institute of Electric Power Industry
2 Shizuoka University 
3 Tokyo University of Marine Science and Technology 
4 The University of Tokyo 


	空白ページ

